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新建築協定の公聴会が開催されました。 

新建築協定は 11月 5日に発効します。 

 

10月 18日 10時から、当自治会館において、横浜市主催の「西柴団地自治会地区建築協

定」公聴会が開催されました。市からは建築局建築情報課の林氏・小松澤氏、都市整備局

地域まちづくり課の岩崎氏・関口氏が出席、住民側からは森本自治会長、岡本地域まちづ

くりルール特別委員会委員長ほか 10 名が出席しました。公聴会終了後、市からは 11 月 4

日の市報に新建築協定の認可公告が掲載されることが伝えられました。 

 

建築局林氏の挨拶の後、上田前自治会長が公述人として要旨以下の新協定への思いを述

べられました。 

①私の自治会長 6年間のなかで、一番力を尽くしてきた課題が新建築協定の推進だった。 

②当団地ができた40～50年前は、子どもたちの声があふれ、緑豊かな賑やかな町だった。

高度成長期のただなかで購入希望者が殺到し、人気の住宅地だった。 

③しかし、住民の高齢化が進み、40％近い高齢化率となる地区もある。空家も増え、商

店街の店舗数も半減した。 

④最も心配なことのひとつは自然災害への対応だ。要援護者は増えるが、助ける側が増

えない。阪神大震災でも明らかな通り、救援隊がやってこない最初の 3 日間が勝負で、地

域の力がなければ人を救うことができない。 

⑤一方、共働きの家庭が増え、この地域は都心部への通勤に不便なことから、地域的な

不利がある。 

⑥こうした時代の変化に、現在の建築協定は耐えられなくなった。活力のある地域に戻

していきたいと願い、新建築協定に取り組んできた。 

⑦新建築協定で大きく変えたところは、地権者の自由をある程度認め、用途を広げたこ

と。小さな事業は認め、大きなものは認めないというルールを作った。 

⑧これまで多くの時間を要したのは、地権者の特定が困難なケースがあり、予想外に難

航した。 

⑨多世代が住むことで災害時にも共助できる地域にしたい。建築協定を変えるだけで実

現できることではないが、新しい協定はその重要な支えとなると思っている。 

 

自治会と建築協定が両輪となって住環境の維持を 

 

上田前会長の公述に対して、建築局林氏から概略以下の挨拶がありました。 

①新建築協定は用途が広がったのが大きな変化。高齢化が進行しているなかでルールを

変えるには勇気ある決断が必要だったと思う。 

②このような大きな戸建団地でよく合意が形成できた。皆さん頑張られたと思う。 
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③市としては、建築基準法では守りきれない豊かな住環境が、住民の皆さんの建築協定

やまちづくり計画で支えられているので、ありがたいことと思っている。 

④これからは自治会と表裏一体で建築協定が運営されていく。住環境のハードの面は建

築協定が支え、ソフトの面は自治会が支え、車の両輪となって、良好な住環境を維持して

いただきたい。 

 開会の挨拶をする横浜市・林氏 

 新協定への思いを語る上田前会長 

 公聴会のお知らせ（掲示板） 


